
一

般

質

問

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

士
し

郎
ろ う

議員

問　現道舗装の推進を
答 現道舗装の手法を取り入れ進める

問

畑
の
中
に
民
家
が
点

在
す
る
村
道
で
は
、
30
年

も
40
年
も
舗
装
が
さ
れ
ず
、

雨
が
降
る
と
水
が
た
ま
り
、

ぬ
か
る
み
で
住
民
は
通
行

に
難
儀
し
て
い
る
。
中
に

は
、
自
費
で
布
マ
ッ
ト
や

ゴ
ム
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
通

行
を
可
能
に
し
て
い
る
方

も
い
る
。
道
路
拡
幅
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
現
道
舗
装
を
し
て

は
ど
う
か
。

答

現
道
舗
装
は
、
地
域

の
実
情
や
財
政
に
見
合
っ

た
手
法
の
一
つ
と
認
識
す

る
。
可
能
な
限
り
現
道
舗

装
の
手
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
最
小
の
費
用
で

最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き

る
よ
う
進
め
る
。

問

住
民
は
、
道
路
整
備

に
大
変
関
心
が
あ
る
。
道

路
整
備
の
基
本
方
針
及
び

住
民
の
道
路
に
対
す
る
要

望
は
、
過
去
と
現
在
で
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

「
み
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、「
車

中
心
か
ら
人
に
や
さ
し
い

道
へ
」
の
も
と
、
主
に
歩

道
整
備
を
進
め
て
き
た
。

平
成
30
年
４
月
に
は
、
道

路
舗
装
の
更
新
計
画
を
策

定
し
、
今
後
は
耐
用
年
数

を
超
え
た
生
活
道
路
を
更

新
し
て
い
く
。
昨
今
の
一

番
の
要
望
は
、
道
路
の
維

持
管
理
に
関
す
る
も
の
が

多
い
。　
　
　
　
　

自費で布マットやゴムマットを敷いて
いる村道

公明党

岡
お か

崎
ざ き

悟
さとる

　議員

問　村長に物価高騰
対策実施を要望

答 追加補正で水道料金免除などを

明
記
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

を
受
け
て
、
５
月
16
日
山

田
村
長
に
、
公
明
党
の
考

え
を
説
明
し
て
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
、
村
長
の
考
え
は
。

答

臨
時
交
付
金
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
迅
速
か
つ
住

民
の
方
に
手
間
を
か
け
な

い
支
援
と
す
る
べ
く
、
水

道
料
金
の
免
除
、
食
材
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
小
中
学
校
給
食
へ

の
一
部
補
助
、
村
奨
学
金

を
貸
与
し
て
い
る
学
生
等

へ
の
給
付
を
実
施
す
る
方

向
で
、
今
議
会
に
追
加
議

案
と
し
て
補
正
予
算
案
の

提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

な
ど
総
合
緊
急
対
策
」
で
、

公
明
党
の
強
い
要
請
を
受

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
」
が
４
月
末
に
決
定
し
、

創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
治
体
が
実
施
す
る

水
道
料
金
な
ど
の
負

担
軽
減
、
生
活
に
困

窮
す
る
方
々
へ
の
支

援
、
学
校
給
食
費
な

ど
の
負
担
軽
減
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援

な
ど
、
総
合
緊
急
対

策
へ
の
取
り
組
み
が
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
村
長
に
提
出

し
た
要
望
書
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